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取扱説明書 


お買い上げいただきありがとうございまず。 


A 警告 


電気製品は安全のためのま意事項を守5ないと、 
火災や人身事故になることがあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず保管してく 
ださい。 
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まをのために 


A 警告 


事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 

• ま全のためのミ主意事項を巧る 
•故障した5使わない 

. 万一異常び起きた5、お買い上げ店またはソニーサービス窓□に修 
理を依頼ずる 


警告表示の意味 


A 警告 


この取扱説明書では、なのよラな表示をしてい 
ます。表示の内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 


齡危哟 

この表示の注意事項を守らないと、火災•感 
電-破裂などにより死 t や大けがなど人身事故 
び生じます。 


この表示の注意事項を守らないと、火災■感電 
などにより死 t や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 


ミち意を促す記号 

A 

A 

火災 

感電 

行為を禁止ずる記号 

0 


禁止 

分解禁止 



めれ手禁止 

接触禁止 


IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけびを 
したり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ 
くクラス己情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的 
としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ 
れると、受信障善を引さ起こすことびあります。取扳説明書に従って正しい 
取り扱いをしてください。 
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再生スピードを調節する一 DPC (デジタル-ピッチ-コント□-ル機能） ...33 

ブックマークを設定する . 35 

指定した区間を繰り返し聞く 一 A - 巨リピート . 36 


用件の編集 

録音済みの用件に追加または上書さ録音する . 37 

録音済みの用件に追加録音する . 37 

録音済みの用件の達中から上書さ録音する . 38 

録音した用件を消去する . 39 

1件ずつ消去する . 39 

フオルダの中身を一度に消去する . 41 

巧件をふたつに分ける/つなげる一用件分割/用件結合 . 42 

用件をふたつに分ける（用件分割） . 42 

用件をつなげる（巧件結合） . 44 

(次ページへ続く） っ 


































目次（つづを） 

用件を別のフオルダに移動する . 45 

用件に優先順位をつけて並べ換える一重要マーク . 46 

停止中に重要マークを付ける . 46 

再生中に重要マークを付ける . 47 


その他の機能 

霜望の時刻に再生を始めるーアラーム再生 . 48 

録音屑生ランプを消す . 52 

誤操作を防止するーホールド機能 . 53 

追加録音/上書さ録音でさるよラにする . 54 

設定を変える一六ニュ ー 覧 . 55 

パソコン接続キットを使ラ . 57 

家庭用電源につないで使ラ . 58 


その化 

使用上のご注意 . 59 

故障かな？と思ったら . 60 

こんなとをは . 60 

エ 5 — 表汀、一見 . 63 

システム上の制約 . 64 

主な仕様 . 65 

各部のなまえ . 66 

保証書と アフターサービス . 68 

索引 . 69 


• 本製品の不具合により、録音びでをなかった場合、および録音内容び破損または消去 
された場合、録音内容の補償についてはご容赦ください。 

• 本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利益および第兰ちか6のい 
かなる請求につをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

• 本機は、ドルビーラボラト1」ーズの米国及び列国特許に基づ<許諾製品です。 

• 録り直しの聞かない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

• あなたび録音したものは個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断 
で使用でをません。 


この説明書はに D-SX35、 に D-SX45、 に D-SX55 共巧です。各セットは、録音時間び異 
なります。また、 ICD-SX55 には AC パワーアダプターび付属されています。 
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A 警告 I A A 

- • かが 盛至 


下記のま意事項を守らないと乂災-感電に 
より死 t や大けがの原因となります。 


運転中は使用しない 
•自動車、オートバイなどの運転をしなが5イ 
ヤーレシーバーなどを使用したり、細かい操作 
をした0、表示画面を見ることは絶対におやめ 
<ださい。交通事故の原因とな0ます。 

• また、歩きなび5使用するときを、事故を防 
ぐため、周囲の交通や路面状況に充分ごま意 
<ださし、。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな0ま 
す。万一、水や異物び入ったとさは、すぐに電 
池を抜き、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓口にご相談くださし、。 


0 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、 
直射曰巧のあたる場所には置かない 

火がや感電の原因となることびあります。 

とくに風呂場では絶対に使用しないでください。 



国内専用機は海外で使用しない 

AC バワーアダプターは、日本国内専用でず。 
交流1 00 V の電源でお使いください。あ外など 
で、異なる電源電圧で使用すると、火災'感電 
の原因となります。 



指定外の AC パワーアダプター、コードな 
どを使わない 

破裂'液漏れや、過熱などにより、火災、けび 
や周囲の巧損の原因とな0まず。 


0 


雷び鳴りだした S 、 電源プラグに触れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 


7\ C パワーアダプターは、に D - SX 日5にのみ付属しております。 
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Fa c ±^1 下記のま意事項を守らないとけがをしたり周ぶの家脚こ 
I い'ェ'一 I 損害を与えたりずることがあります。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検 
や修理はお買い上げ店またはソニーヴービス窓 
口にご相談ください。 



大音量で長時間つづけて聞きずぎない ベ、 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時間つづけ V 3 / 
て聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあり 禁止 
ます。と<にイヤーレシーバーで聞<とをにご 
ミち意ください。呼びかけ5れて返事びでさるく 
らいの音量で聞さましよラ。 



はじめか目ボリュームを上げずざない 

突然大をな音びでて耳を痛めることびありま 
す。 


0 

禁止 


めれた手で AC パワーアダプターを 
さわ6ない 

感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 



通電中の AC パワーアダプターに長時間 
ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低温 
やけどの原因となることがあ0ます。 


0 

禁止 


本体や AC パワーアダプターを巧団などで 
おおった状態で使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因 
となることびあ0ます。 



tAC パワーアダプターは、に D - SX 日5にのみ付属しております。 
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電池についてのまを上のご注意 

液漏れ•破裂•党熱•発乂-誤飲による大けがや失明を避けるため、下記の 
ことを必ずお守りください。 


区 S 危険乾電池が液漏れしたときは 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に蔑ることびあるため、お客様ご相談センターまたはソニーヴ 
ービス窓口にご相談ください。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、す 
ぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けてくだ 
さい。 

液び身体や衣服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐにさ 
れいな水で洗い流し、皮膚にが症やけびの症状びあるとをには医師に相談し 
て < ださい。 


A 警告 

• かさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届くところに置かな 
し1。万が一歓み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直 
ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。ショー 
卜させない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとさち取りはずず。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


齡注意！ 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の堤所で使 
用-保管*放置しない。 

• 列装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類政がの電池は使用しない。 
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►霜 


準備1:巧電池を入れる 

1 電池ぶたを矢印のち向へず5して開ける。 



2 単4おアルカ U 乾電池（付属）を2本入れ、ふたを閉める。 




電化ぶたは落としたり、無 a な力 
を加えたりするとはずれることび 
あります。そのときは上の図のよ 
ラにはめ直してください。 


お買い上げのあと、初めて電池を入れたとさや、電池を巧いたまま長 
時間お使いにな5なかった後に電池を入れたとをには、曰付表示び点 
滅します。「準備2:時計を含わせる」 （12 ページ）の手順4〜6をご賣 
になり、時計を含わせてください。 
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巧電池を交換ずる時期 

電池の残量びなくなってくると、表示窓の表示でお知5せします。 

D ご注意 

• 電池を交換する隙、消窝した電池を撮いてから3分し U 内に新しい電池を入 
れないと、時計設定画面（日付表示び点滅）に戻ってしまったり、日付- 
時刻び正しく表おされないことびありまず。この場合は時計を合わせ直 
してください。録音した内容やアラーム i 受定は消えません。 

• 本機にはマンガン電地はお使いになれません。 

•付属の AC パワーアダプター(に D - SX 日日のみ）または別売りの AC パワ 
ーアダプター AC - E 3 日 L 使巧時は、電池残量表示は表示されません。 


電池の残量表示 

-だ当:-: 2本とも新しい電池に交換してください。 


ず"う:-:ちの画面び表示され、操作び 
でさな< な0ます。 



乾電池の持続時間 （ソニーアルカリ乾電池 LR 03 ( SG ) 使用賦 


録音モード： 

ST モード 

STLP モード 

SP モード 

L 巧ード 

録音時： 

約12時間 

約14時間 

約16時間 

約2別寺間 

再生時： 

約9時間 

約9時間 

約11時間 

約13時間 


* 連続使巧時の場合。 

* 音量レベルび中間付近で内蔵スピーカーで再生した場合。 

* 電池持続時間は使用条件によって短くなる場合びあります。 


(次ページへ続く） 








準備 1: 乾電池を入れる（つづを） 

アクセス中のご ミ 主意 

画面上に 「ACCESS」 表示び出ている間「 . 

や、本体上部の録/再ランプびオレンジ : ffrrf 55c 

に点滅している間は、メモリーヘアクセ '…111111 ■ 

ス中です。アクセス中は、乾電池をはずしたり、 AC パワーアダプター 
を抜いたりしないでください。データび破損するおそれびありまず。 

D ごま意 

用件数びをいと、 「ACCESS」 表示び長時間表おされることびあります 
び、故障ではありません。表示び消えるまでお待ちください。 

巧電式の電池を使用ずる場合のごま意 

•本機では、充電式の電池ち使用でをまず。 

•充電池で満充電状態でを、本磯に入れたとさにバッテ U —鶏量表示びフル状 
態を示さない場合びあります。 

• 電池の持続時間は、アルカリ乾電池よりも短くなります。 

• 充電泡を充電する際に本機から電池を扳く必要びあるため、その間に別の充 
電池または乾電地を入れておかないと、充電のたびに時計設定び初期状態に 
戻ってしまいます。 

• 充電器は常温で使用してください。 

• 充電池およびを電器は、し U 下の製品をご利用ください。 

-充電式ニッケル水素電池： NH-AAA-4BC 
-充電式ニッケル水素電池専用急速充電器： 巨 CG-34HRD 


曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

ニッケル水素充電池は、 U サイクルでさます。不要にな 
ったニッケル水素充電池は、金属部にセ□八ンテープな 
どの絶縁テープを貼って充電式電池 U サイクル協力店へ 

Ni - MH むす寺ち <ださし、。 

充電式電池の回収-1」サイクルおよび U サイクル協力店 
については有限責任中間法人 J 巨 RC ホームページ 
http://www.jbrc.net/hp/contents/index.html を参照 
してください。 
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準備 2: 時計を合わせる 

アラーム機能を使巧したり、録音した曰時を記録するためには、本機の時 
計含わせをしておく必要があります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとさや、電池を抜いたまま長時間 
お使いにならなかったあとに電池を入れたとさは、曰時表示が点滅しま 
す。手順4から始めてください。 



1 シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

メニュー画面び表示されます。 

2シーソーキー を上下 （►►!/ 
!◄◄) に}甲して 「SET DATE」 
を選ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を 巧ず。 

時計設定画面び表示されます。 

「年」の数字び点滅します。 



(次ページへ続く） 
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準備 2: 時計を合わせる（つヴを) 


4年月日を合わせる。 

® シーソーキー を上下 (► W / h «) 
に巧して「年」の数字を選ぶ。 

® シーソ ーキー （■•►) を巧ず。 

「月」の数字び点滅します。 

③同様にして、「月」「曰」を合わせ 
る。 


® シーソ ーキー （■•►) を 巧ず。 

「時」の数きび点滅します。 



5時分を合わせる。 

® シーソーキー を上下 (► W / h «) 
に巧して「時」の数字を選ぶ。 

® シーソ ーキー （■•►) を押ず。 

「分」の数きび点滅します。 

感同様にして、 r 分」を台ねだる。 


恆勾1 






@シーソ ーキー （■•►) を巧ず。 

メニュー画面に戻ります。 

D ごま意 

シーソーキー (■•►) を巧さずに1分 
切上たつと、時計合わせびキャンセル 
され、通常の表示に戻ります。 



6シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

方ニュー設定び終了し、通常の表 
示に戻ります。 

海 時計設定後、3砂政上何も操作をしない 
と、現在時刻表示に9ページ）となりま 
す。 



□ ST を勾 

GG/ss み•イ '5/ 
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^ 基本的な s いかた 

用件を録音する 

3つのフオルダ （ A 、 巨、 C ) にそれぞれ99件まで巧件を録音できま 
す。録音には、次の3通りの方法びあります。 

• 一番最後の部分に録音する 
• 録音済みの用件に追加録音する （37 ぺージ） 

• 上書を録音する （38 ページ） 

ここでは、一番最後の部分に自動的に録音する方法を説明します。 

5月1日11:30 5月1日12:00 5月2日10:00 


2日14驗さんつ巧 i に J 。日 i ミ認絕三 


I 用件1 

I 用件2 

I 用件3 

I 空さスぺース 


み 


5ち4日日:00に録音 



ゾ 田中さんに巧:電^ 

\ を巧つこと ) 

1用件1 

I 巧件2 

I 用件3 

I 用件4 I 


L 


-最をの部分に録音される。 


最大録音可能時間 

最大録音時間は、全フオルダ合わせて下記のよラにな0ます。ひとつ 
のフォルダに最大録音時間まで録音することわできます。 



ST モード 

STLP モード** 

SP モー ド** 

LP モード**** 

に D - SX 3 己 

2時間日0分 

己時間35分 

別寺間5日分 

23時間4日分 

に D - SX 4 己 

5時間日0分 

11時間1己分 

17時間50分 

47時間3己分 

に D - SX 日目 

11時間45分 

22時間4日分 

3己時間55分 

9別寺間日日分 

* ST モード: 

:ステレオ標準モ- 

ー ド ** 

STLP モード：ステレオ長時間モード 

*** SP モード 

:モノラル標準モ- 

-ド け 

** LP モード：モノラル長時間モード 


ご注意 

•より良い音質で録音したいときは、 ST モードまたは STLP モードをお使 
いください。録音モードの切り換えかたは、5日ページをご覧ください。 
•録音を始める前に必ず電池残量表示 （9 ページ）を確認してください。 

• 長時間録言途中の電池交換を避けたいとさは、付属の AC パワーアダプ 
夕一 aCD-SX 日日のみ）または別売りの AC パワーアダプター AC-E30L 
をお使いください（日8ページ)。 

• 録音モードを混在して録音した場含、最大録音時間は任意に変化します。 
•タッチノイズとこすれ音び録音されることびあります。 


™ 基本的な使いかた 
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用件を録音する（つヴを) 


Ef 録音したいフォルダを選ぶ 



シーソーキーをフ オルダ測に何度か倒し 
て、 録音したいフオルダ （ A 、 B 、 C ) を 表 
示させる。 

選択されたフオルダ 



狂 


録音を始める 

© 停止中に•録音/—時停止ボタンを巧ず。 

♦録音/一時停止ボタンは、録音中ずっと押 
し続ける必要はありません。 

③ 内蔵マイクに向かって話す。 

録音モード表示 メモリー残量表示 


録/ 再ランプ （録音中は赤 
く点灯） 

にユーの 「LED」 を rOFFJ 
に設定しているときは消打し 
ます（日2ページ)。 




用件番号 


マイク感度表お 
カウンター表ち 

メニューで設定した表示 （29 ぺ- 
ジ）び表示されます。 


H ごま意 

• 録/再ランプがホまたはオレンジに点灯-点滅中は電池をはずしたり、 
AC パワーアダプターを巧いたりしないでください。データが破損する 
おそれがありまず。 

• 録音中、本機に手などがあたったり、こずったりずると雑音が録音され 
てしまうことがあります。ごま意ください。 
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な 


録音を止める 



■停止ポタンを巧す。 

今録音した用件のはじめで停止します。 

:欠に録音するとき、フオルダび同じ場含は、 
手順1は省略でさます。 


その他の操作 


録音を一時停止する* 

•録音/一時停止ボタンを押す。 

録言一時停止中は録/再ランプびホく 点滅し、 
「PAUSE」 （録音一時停止）表示び点滅します。 

録音一時停止を 
解除する 

ちラー度•録音/一時停止ボタンを巧す。 

先ほど録音していた巧件に続けて録音することびでさ 
ます。（録音一時停止渡、録音を続けず、停止すると 
きは、■停止ボタンを巧しまず。） 

今録音したばかりの 
巧件を聞く 

シーソーキー （■•►) を巧す。 

録音び觸除され今録音した巧件のはじめから聞くこと 
びでをます。 

早戻し（レビュー） 
再生する 

録音中または録音一時停止中にシーソーキーを下 
CW) に押す。 

録音び觸除され今録音したところび早戻し（レ 
ビュー）再生されます。シーソーキーを元に戻すと、 
戻したところから再生び始まります。続けて上書さ緑 
音巧8ページ）をしたいとをなどに便利でず。 


'録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停止は解除され、録音停止Iしな 
ります。 


饮ぺージへ続く) 


™ 基本的な使いかた 
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用件を録音ずる（つづを) 


7イクの設定をする 

特定の方向の音を中むに録音ずる 

指向性スイッチを「入」にすると、マイク 
を向けた方向の音を中也に録音で走ま 
す。講演や尝議での発表者など、特定の 
で向の音を録音する場含に便利です。 

D ごま意 

指向性スイッチは、本機の録音モードび SP (モノラル標準）または LP C モ 
ノラル長時間）モードの場合のみ働さます。音声の音場感を重視する ST 
(ステレオ）モードまたは STLP (ステレオ長時間）モードの場合は、指向 
性スイッチの入/切にかかわらずステレオ録音されます。 

録音モードについては、日日ページをご覧ください。 

全方向の音を録音ずる 

指向性スイッチを「切」にします。内蔵マイクの方向による違いはあ 
りません。 



指向性スイッチを 
「入」にずる 


內蔵マイクの感度を切り換えるには 

方ニューの中で 、 「SENS (マイク感度)」を設定します（5日ページ)。 
それぞれに特徴を持った2つのマイク感度か5、お使いの場面に合わ 
せた感度を選んでください。録音中でちマイク感度の設定はできま 
す。 

H :尝議室での録音など、遠くの音やルさい音を録音するとさに使 
用します。 

L ： 口述録音など、マイクを口元に近づけて録音したり、近くの音 
や大きい音を録音するときに使用します。 
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録音中の便利な機能をほう（録音モニター/ 
デジタル VOR) 

録音中の音を聞くには一録音モニター 

録音中は、付属または別売りのイヤーレシーバーをへッドホンジャック 
に差し込むと、録音中の音をつないだイヤーレシーバーか5モニターで 
きます。モニター音は音量十/ーボタンで調節できます。（録音レベルは 
一定です。） 

H ご注意 

録音 モニター 中に音量を上げすざたり、 イ ヤーレシーバーを本体に近づけ 
すざたりすると、イヤーレシーバーの音を内蔵マイクび拾い、ピーッとい 
ラ音り、ウリング）び生じることびあります。 

音がしたとき自動的に録音を始めるにはーデジタル VOR 機能 

メニューの中で 、 VOR (自動音亩録音スタート）機能を設定でをます 
ほ6ページ)。録音中に VOR 録音の設定を変更することもできます。 

• メニューで VOR を 「 on 」 に設定してか5♦録音/一時停止ボタンを 
押すと、 rVORJ び表示されて VOR 録音び始まります。 

•マイクで拾う音び一定レベル下までルさくなると、 rvoR 」 と 
「 PAUSE 」 び点滅して、 VOR 録音一時停止状態になります。 

• VOR 録音一時停止状態のとさにマイクび一定レベル政上の大きさ 
の音を拾うと、 VOR 録音び再開されます。 VOR 録音を完全に停止 
するには、方ニューで VOR を rOFFJ に設定してください。 

〇 ごミち意 

VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。状況に合わせてマイク感度を切り 
換えてください。マイク感度を切り換えてを思いどおりに録音できないと 
きや、大切な録音をするときは、 VOR を rOFF 」 に設定してください。 


™ 基本的な使いかた 


(次ページへ続 <) 
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用件を録音ずる（つづを） 

メモリー残量表示について 

残量び減ると、表示ブ□ックびひとつずつ消えていさます。残り録音 
巧能時間び日分を切ると、メモ U —残量表示び点滅します。 


田 


ST 


0 


l/lJ 


fggg 面远 

H M S 

?がが/ 


卜!今!夕ずた 


さ5に残り録音可能時間び "1 分を切ると、鶏り時間表示を点滅します 
に9ページの表示モードの設定には関係なく残0時間表示とな0ま 
す)。 


田 ST 因 S 恆图 

by/53 二 ,- MG 59 ぶ :- 

- 'm 111 M I \ 'け 


方モ U - びいっぱいになると、自動的に録音び止ま0、「ピピピピ」と 
いう警告音び鳴り、 「 FULL 」 び表示されます。録音を続けるには、不 
要な巧件をいくつか消去して< ださし、 (39 ぺージ)。 


H ごま意 

メニューで 「BEEP」 （己6ぺージ）を rOFFJ に設定しているときは、ビー 
プ音は鳴りません。 
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外部マイクや他の機器を使って録音する 

外部マイクや他の機器（テープレコーダーや MD など）の音声を本機 
で録音できまず。お使いになる機器により、次のように接続します。 


が部マイクで録音ずる 

本機のマイクジャックにマイク□ホ 
ンをつなざまず。 

外部マイクをつなぐと、内蔵マイクは 
自動的に切れ、が部マイクの音を録音 
しまず。プラグインパワー対応のマイ 
クを使ラと、マイクの電源は本機か5 
イ共給されます。 

忠 お使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレットコンデンサーマイク□ホン（ステレオマイク） 
ECM - CS 1 日（別売り）をお使いいただけます。 



他の機器の音青を録音ずる 

他の機器の音声を録音するには、本機のマイク感度を 「 H 」 に設定 
し、マイクジャックとイ也の機器（テープレコーダーなど）の音声出力 
端子（ステレオ S ニプラグ）を、別売りのソニー製オーディオコード 
を使ってつなざます。オーディオコードの型番については、別紙の 
「 ICD 知っ得 Q & A 」 をご覧ください。 

B ごま意 

にレコーダーへの入力に抵抗なしオーディオコードを使巧すると音声びゆ 
びんで録音されることびあります。抵抗入りオーディオコードをお使いく 
ださい。 


(次ぺージへ続く） 


™ 基本的な使いかた 
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か部マイクや他の傑器を使って録音ずる（つヴを) 

本機の音青を他の機器で録音ずる 


他の機器で本機の音声を録音する場含は、本機のへッドホンジャック 
とイ也の機器の音声入力端テ（ステレオ S ニプラグ）を、別売りのソニ 
-製オーディオコードを使ってつなぎます。 



接続方法の詳細やオーディオコードの型番については、別紙の 「ICD 
知つ得 Q & A 」 をご覧ください。 


20 













録音した用件を聞 < 

あらかじめ録音してある用件を選んで聞くときは、手順1から操作してくだ 
さし V 今録音したばかりの用件を間くには、手順3から斤ってください。 


Ef フォルダを選ぶ 



シーソーキーをフ オルダ側に何度か倒して 
再生したい用件の入った フ オルダを表示さ 
せる。 


選択されたフオルダ 



な 


用件番号を選ぶ 



f —シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に}甲して、聞きたい 
用件の番号を表示させる。 

•上 （►►!) に押す：次の用件へ 
•下 （!◄◄) に押す：前の用件へ 


選んだ用件番号 


旦 


n 


ST 


H M S 

n ri n n n 


-カウンター表示 

メニューで設定した表 
示 （29 ページ）び表示 
されます。 


フオルダ内の総用件数 


(次ページへ続く） 
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録音した巧件を聞く（つヴ宝) 


ET 再生を始める 



は緑に点巧つ 


①シーソ ーキー （■•►) を} 甲す。 


回 ST 

面勾： 

[ け /!!] 

H M S 

のの〇ご < 
UUU L ( 

1 

1 

1 


カウンター表示 

メニューで設定した表示 （29 ページ） 
が表示されます。 

⑤音量ボタン +/- で音量を調節ずる。 

* にューの 「 LED 」 を rOFFJ に設定している 
とさは消打します （52 ページ)。 


1つの用件の再生び終わると、次の用件のはじめで停止します。 

フオルダ内の最後の用件の再生び終わると、その用件のはじめに戻つ 
て停止します。 


高音質で再生ずるには 

• イ ヤーレシーバーで 聞く 

付属または r まな仕様」 （65 ページ）に記載されている別売0のステ 
レオイヤーレシーバーをへッドホンジャックにつないでください。 
スピーカーか5は音び出なくな0ます。 

• 外部 スピーカーで 聞く 

別売りのアクティブスピーカーをへッドホンジャックにつないでく 
ださい。 
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その他の操作 


再生の途中、その位置で 
停止する 

■停止ボタンまたはシーソーキー (■•►) を押す。 
もう一度シーソーキー (■•►) を押すと、 

止めたところから再生び始まります。 

今聞いている巧件の 
頭に戻る* 

シーソーキーを下 CW ィ）に短く1回巧す。** 

前の巧件、さらに前 
の巧件に戻る 

シーソーキーを下 CW ) に短く何回か巧す。 

(停止中は巧したままにすると、連続して戻ります。） 

なの巧件に進む* 

シーソーキーを上 （ w ) に短く1回巧す。** 

さらになの用件に進む 

シーソーキーを上 （►►!) に短く何回か巧す。 

(停止中は押したままにすると、連続して進みます。） 


* プックマーク （3 日ページ）を設定してある場合は、用件の頭ではなく、プックマー 
クの位置まで進み候ります。 

** イージーヴーチ （ EASY - S ) び rOFFJ に設定され ている 場合の操作です。 ron」 に 
設定され ている 攝合の操作は下記の「聞 さたい ところをすばやく探すには 一- r ージ 
ーサーチ機能」をご覧ください。 


薑 

本 

的 

な 

使 


い 

か 

た 


かさな音を聞きやずい大きさに調節ずるには ー デジタルボイスアップ機能 

ボイスアップスイッチを「入」にすると、聞き取0にくい小さな音も 
大きな音で再生することびでさます。全体の録音レベルを最適化する 
ことで、バランスの良い、聞き取0やすい再生音にな0ます。 


用件の再生スピードを調節するには一 DPC (デジタル.ピッチ.コント□-ル) 

メニューの中で、 DPC の再生スピードを設定しておくと、再生中で 
も DPC 切り換えスイッチを「入」にして、速聞き （「 FAST 」 と表 
示)、または遅聞き(に LOW と表示）びできます （33 ぺージ)。再 
生中でも DPC の再生スピードの設定はでをます。 


(次ページへ続く） 
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録音した用件を聞く（つづを） 

聞きたいところをすばやく探ずにはーイージーサーチ機能 

メニューの中で、イージーヴーチ拒 ASY - S ) を 「 on 」 に設定してお 
くと、再生中にシーソーキーを上下 (►►!/»◄◄) に何度か巧して聞き 
たいところまで早送り、早戻しをして聞くことびでさますほ6ペー 
ジ)。シーソーキーを下 （》◄◄) に1回巧すごとに約3秒前、上 （►►!) 
に1回巧すごとに約1日秒先を再生します。芸議録音などで、聞きたい 
ところをすばや<探すのに便利です。 

再生中に早送り/早戻しずるには（キュー/レビュー） 

• 早送り（キュ ー） ： 再生中にシーソーキーを 上 （►►!) に押したまま 
にして、聞さたいところで離します。 

• 早戻し（レビュー）： 再生中にシーソーキーを下 （》◄◄) に巧したま 
まにして、聞きたいところで離します。 

最初はかしずつ早送り/早戻しされるので、1語分だけ戻したり、送 
ったりして聞さたいとさに便利です。しば5くそのままにすると、高 
速での早送り/早戻しになります。早送り/早戻し中は、表示モード 
に9ページ）の設定に関係なく、カウンター表示になります。 

饭 最後の用件の終わりまで再生または早送り（キュー）すると 

• 最後の用件の路わりまで来ると、 「 END 」 表示び日砂点滅しまず。 

点滅中は録/再ランプは緑に点なしていまず（再生音は聞こえません)。 

•「 END 」 の点滅と録/再ランプび消えると、最後の巧件の頭に戻って止ま 
ります。 

•「 END 」 の点滅中にシーソーキーを下 （ M 4) に押したままにずると、早 
戻しされ、離したところから再生び始まります。 

• 最樓の用件び長時間の用件の場合で、用件中の後ろの方を探して再生し 
たい場合は、シーソーキーを上 （ W ) に押し続けていったん用件の最後 
まで早送りして、 「 END 」 表示の点滅中にシーソーキーを下（卜♦ィ）に巧 
して聞をたいところまで早戻しして探ずと便利です。 

• 最樓の用件し:!がの場合は、巧の用件の頭に送ってから再生中に早戻しず 
ると 素早く探せまず。 
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フオルタ‘巧の用件を続けて聞くには一連続再生 

メニューの中で、連続再生 （ CONT ) を ronj に設定すると、フオル 
ダ内の用件を連続して再生でさます （56 ページ)。再生中でち連続再 
生の設定はできます。 

同じ用件を繰り返し聞くには一1件リピート再生 

再生中にシーソーキー (■•►) を1秒巧します。 

「与」び表示され、その用件び繰り返し再生されます。 



普通の再生に戻るには、シーソーキー （■*►) を巧します。再生を止め 
るには、■停止ボタンを押します。 

が指定した区間を繰り返し聞くには （ A - B リピート） 

指定した A 点と巨点間を繰り返し再生でをまず。36ページをご覧くださ 
い。 


(次ぺージへ続く） 
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表巧,奋の見かた 

表。窓の各部のち称 



丘]フオルダ表示 

現在選択しているフオルダび 
表示されます。 

回 アラーム 表示 （48 ページ） 
用件に アラームび 設定され 
ているとさ表示されます。 

固録音モード表示（日日ページ） 
現在選択している録音モー 
ドび表示されます。 

ST :ステレオ標準モード 
STLP :ステレオ長時間 
モード 

SP :モノラル標準モード 
LP :モノラル長時間モード 
团 REC (録音）表示 
録音中に表示されます。 

固電池残量表示 （9 ページ） 

電池残量を表示します 。 AC 
パワーアダプター 使用時は 
表示されません。 

固メモ U —残量表术 （18 ページ） 


团重要マーク （46 ページ） 
用件に設定してある重要 
マークび表示されます。 

图選んだ用件番号/フォルダ内 
の総用件数 

回リピート表示に日、：36ページ） 
■ I 件リピート、 A - BU ピート 
再生中に表示されます。 

圆ブックマーク表示 （35 ページ) 
用件にブックマークが設定さ 
れていると表示されます。 

S カウンター、残り時間、録 
音曰時、現在時刻表示 （29 
ページ） 

六ニューで設定した表示び 
表示されます。 

回マイク感度表示（16、日5ぺ 
—ジ） 

選おしている録音時のマイ 
ク感度び表示されます。 

H :尝議録音モード 
L :口述録音モード 
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録音.再生時の表示 

通常の録音、再生時には、現在録 
音または再生している用件の番 
号、録音モード、マイク感度、カウ 
ンターなどび表示されます。 


録音モード (OVER (上書き録音)/ 
ADD (追加録音)など)や再生モー 
ド (FAST 健聞き)/ A-B (A-B リピ 
ート再生)など)は下側に点滅表示 
されまず。 

メニュー設定時の表示 

^ニュー項目と設定を表示しま 
す。点滅している部分び設定可能 
な項目です。 


アラーム設定や時計含わせ時は、 
ちのように時計表示になりまず。 


表示例 


囚 ST fgga 面 @ 

，,< / H M S 

d \1?. I GG バ 3/ 


フオルダ A の21件中21き目の用 
件を、録音モード 「 ST 」、 マイク 
感度 「 H 」 で録音中の場合 


因 ST 晒！ 

G ッが揣ち ! 

DPC スイッチを r 入」にして速聞 
をを始めた場合 


LP モー 

選択中 


U/L P 、： 面@ I 

I ぶ G が 

1 

1 


MODE (録音モード)メニュー 


面@ 



年月曰 （2004 年日月10曰）設定中 


(次ページへ続く） 


™ 基本的な使いかた 
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表示•杳の見かた（つづを) 


残量の表示 

• 電池残量はち上に表示されます 
•フオルダ最媛部分などは下側に 
点滅表おされまず (FU LL (録音 
残り時間なし)/ END (フオルダの 
最後部分)など)。 


表示例 

囚 ST 

渔占 
- r" 

録音残り時間表示 

(残り時間び1分を切つた場合に 

表术） 


ES 晒 

mTHTi k / 

GGS53 靴 

I 川 I m いみ 


エラーメッセージの表示 

エラーメッセージやエラー番号 
(ERR 01など)を表示します(63、 
64ぺージ)。 


\ 111111 m 111 
み广 円じ f 

面远： 
11/ 1 

組 

アクセスエラー六ッセージ表示時 

vl I I I III I I I 

:が？ 

-/ H 1 1 1 1 1 1 1 1 I 

面远： 
11/ 1 
n 1 — 1 

J ，〜 ■ 

hH ^ - * 


エラー 番号表示時 
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ます。 

シーソーキー （■•►) を巧ず。 
シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

通常の表示に戻0ます。 


が現在時刻表示について 

停止中に3砂政上何を操作をしない 
と、表示モードに関係なく、時刻 
表示にな0ます。 


表示を切り換える 

表示を切り換えることびできます。停止時、録音時、再生時とち、設 


田 ST 

面 @ 1 

G / ぶ 

をがパ 


(次ページへ続 <) 
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シー^ノーキーをメニュー側 
に倒ず。 

メニュー画面が表示されます。 


ST 

面 @ 1 

1 


f 1 U .U C 1 


COUNTER 

♦ 

RECTIME 


REM 

♦ 

REC DATE 


通常表示 


田 ST 

0:1 / IS 


規在時刻表巧 


定しておいた表示モードになります。 



W ) に巧して、 「 DISP 」 を選 

ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を巧ず。 

表示設定画面が点滅表示します。 

4シーソーキーを上下 （►►!/ 
!◄◄) に巧して、表示モード 
(次ページ）を選ぶ。 

表示モードはちの順に切り換わり 


\ II M 11 11 I I / 

、 r の M H • ，でこ < 一 * 


5 6 


™ 基本的な使いかた 








































表示を切り換える（つヴを) 


なの表示モードか5選びます。 

■ カウンター表示モード (COUNTER) 

ひとつの用件の中の経過時間を表 
しぶす。 


0 ST 倒 

S3/IS おお 


■残り時間表示モード (REM) 

再生中はその用件の中の鶏り時間 
を表术します。 


□ ST 恆 @ 

u3/lCl • 洗 ? む 3 


録音中、停止中は録音可能な残り 
時間を表おしまず。 

録音年月日表示モード 
(REC DATE) 

再生または停止中は、用件を録音 
した年月曰を表おしまず。録音中 
は、現在の年月曰を表おします。 
(時計を合わせていない場合は、 
「― Y—M—D」 と表示されます。） 



■ 録音時刻表示モード (REC TIME) 

再生または停止中は、用件を録音 
した時刻を表示します。録音中は、 
現在の時刻を表おしまず。（時計を 
合わせていない場合は、と 
表示されます。） 


0 ST 恆勾 

[け/!! ] みが 
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表巧を消ず 


本機には、電源スイッチはありません。表示部には常に表示び出てき 
ますび、電池の持続時間 （9 ページ）にはほとんど影響はあ0ませ 
Aj 。 

使用していない時に表示を消すには、停止中にホールドスイツチを矢 
印の方向にず5します。 



「HOLD」 び3秒点滅し、表示窓の表示び消えます。 

表示を出すには、ホールドスイツチの位置を元に戻します。 
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►いろいろな馬をのしかた_ 

かさな音を聞をやすい大まさで再をする 

ーデジタルボイスアップ機能 

停止中または再生中にボイスアップスイッチを「入」にすると、聞き 
取りにくいルさな音ち聞走やすい大きさに自動調整して再生すること 
びでさます。全体の録音レベルを最適化することで、バランスの良 
い、聞き取りやすい再生音になります。 



•ボイスアップ 

•シ—ソ—キ — 

(メニュ ー/►►!/!◄◄/■•►) 


ボイスアップスイッチを「切」の位置に戻します。 
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再をスピードを調節する 

—DPC (デジタル • ピッチ • コント□—ル機能） 

再生スピードを通常の約2倍(+100%)か5半分(-50%)の間で調 
節でをます。その際、音程はデジタル処理により、自然に近いレベル 
で再生します。 



速聞きまたは遅聞き再生ずるには 

DPC スイッチを「入」の位置にして再 
生します。 

画面に 「FAST」 または 「SLOW」 び3 
秒点滅し、方ニューで設定した再生ス 
ピードで用件び再生されまず。 


通常の再生スピードに戻ずには 

DPC スイッチを「切」の位置に戻しま 
す。 


速聞き再生の場合 


0 ST 面勾 

G 1/ !桃於 


遅聞を再生の場合 


巧 


ST 


n n /，ぶ,い,|リ,|,|ム 

U H W ' JL りリぃ 


(次ページへ続く） 


™ いろいろな再生のしかた 
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再まスピードを調節する一 DPC (デジタル•ピッチ•コン 
トロール機能）（つヴを） 


再生スピードを設定ずるには 

メニューで DPC スイッチを「入」にしたときの再生スピードの設定を 
します。設定したスピードは、巧に設定し直すまで有効です。 


1シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

メニューび表示されます。 

2シーソーキーを上下 （►►!/ 
!◄◄) に巧して、 「DPC」 を表 
示させ、シーソーキー （■•►) 
を巧ず。 



再生スピード設定画面び表示されます。表示されている数字は、 
標準スピードを「0」にした場合のスピードのバーセンテージ 
佛) です。 


シーソーキーを上下 （►►!/ 

!◄◄) に巧し、再生スピードを 
設定ずる。 

•上 （►►!) に巧ず：连聞き再生（10%単位で+100%まで) 
•下 （!◄◄) に巧す：遅聞き再生（5%単位で-50%まで） 


面@ 

か’ 


4シーソーキー (■•►) を巧ず。 

設定したスピードび確定します。 

5シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

通常の表示に戻0まず。 


面勾 



日 ST 
[!!/![! 
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ブックマークを 設定する 

プックマークは用件の途中で設定し、再生時に利巧します。設定でき 
るブックマークの数は1つの用件に1つずつです。 



再生中、または停止中にブックマークをつけたい場巧で分割 
/ブックマークボタンを1秒む上巧ず。 

ブックマーク表示（六）び3回点滅 
し、ブックマークび設定されます。 


すでにブックマークの設定された巧件に新たに設定すると、ちいブッ 
クマークは解除され、新しい位置にブックマークび移動します。 

ブックマークの位置か5再生を始めるには 

停止中にシーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に押します。ブックマーク 
表示び3秒点滅した5、シーソーキー (■•►) を押します。 

ブックマークを削除ずるには 

停止中にシーソーキーを上下 （►w/w) に押してブックマークを消 
去したい用件の番号を選び、分割/ブックマークボタンを押しなびら 
消去ボタンを1砂！;(上押します。ブックマーク表示と 「ERASE」 び点 
滅中にちラー度消去ボタンを巧します。 

H ごま意 

ブックマークび設定されている用件を巧件結合 （42 ページ）したいとさ 
は、プックマークを削除してから用件結合してください。 
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指定した区間を繰り返し聞く - A - B リピート 

用件の再生中に、繰りあし聞きたい区間の最巧 （A 点）と最後 （B 点) 
を指定します。 


A-B 与 ; （IJ ピート ）/ 
重要 



1 再生中に A - B 与（リピート）/ 
重要ボタンを短く巧して、 A 点 
を指定ずる。 

rA-B BJ び点滅します。 

2 もう一度八-8 ^^(リピート）/ 
重要ボタンを短く巧して、 B 点 
を指定ずる。 

「A-B」 と「 ci：」 び表示され、指定 



した区間び繰り返しち生されまず。 


普通の再生に戻ずには 

シーソ ーキー (■•►) を押します。 

A - B リピート再生を止めるには 

■停止ボタンを押します。 


D ごま意 

• 2件じ(上の巧件にまたびって指定はでさません。 

•巨点を指定しないと、その用件の終わり（またははじめ）び自動的に 
巨点になりまず。 
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錄音済みの用件に剧ほたは上書き録音する 

〇 ごミち意 

• 本機の工場出荷状態では、誤操作を防ぐために追加録音や上書を録音は 
利巧でをません。「追加録音/上書き録音できるようにする」（日4ページ）の 
手順にしたびって、設定を変更してください。 

• 追加または上書さ録音する部分は、再を中の巧件と同じ録音モード 
に T 、 STLP 、 SP 、 LP ) で録音されます。メニューで設定した歸音モー 
ド (日日ページ）とは異なる堤合びありますので、ご注意ください。 

•録音残り時間び不足している場をは追加または上書き録音びできませ 
ん。詳しくは「故障かな？と思ったら」 （60 ベージ）をご覧ください。 


録音済みの用件に追加録音ずる 


メニューで追加録音び選ばれている場含 （「REC-OP」 び 「ADD」 に 
設定されているとを)、用件を再生中にその用件に追加して録音でき 
ます。新しく追加した内容は、再生中の巧件の最後に再生中の用件 
の一部として追加されます。 


用巧 3 再生中 

巧件 3 

用件 4 


み 

追加録音後 

巧件 3 


用件 4 

1 再生中に ♦ミ 
ンを巧ず。 


追加した内容 


L 5 音/一時停止ボタ 

1 ^ 3 /^ が 


「REC」 と 「ADD」 わI点滅し、録 
音スタンバイ状態にな0ます。 



(次ページへ続く) 


内蔵マイク- 
録/再ランプ- 


9 


♦録音/一時停止 

停止 


相件の編集 


I 用件の編集 
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録音ちみの用件に追加または上書を録音する（ヴヴを） 

2 「REC」 と 「ADD」 が点滅中に、♦録音/-時停止ボタンを 
巧ず。 

「REC」 び点打表示に変わってか5 「ADD」 び3巧点滅し、録/再 
ランプは赤に変わります。 

その後、再生中の用件への追加録音び始まります。 

3 ■停止ボタンを巧して録音を止める。 


録音済みの用件の途中か6上書を録音する 

メニューで追加録音び逞ばれている場合 （「REC-OP」 び COVER」 に 
設定されているとさ）、用件の中の指定した場所か6、新しい用件を 
上書さ録音でさます。すでに録音してあった部分はミ肖モされます。 


上書き録音を夕台めたい場所 


用件2 


用件3 I 用件4 


件目で消去される部分 


用件2 


用件3 


用件4 


用件2に上書を録音された部分 


1 再生中に♦録音/—時停止ボタンを巧ず。 

「REC」 と 「OVER」 び点滅し、録 
/再ランプび赤く点滅します。 


2 ♦録音/一時停止ボタンを巧して録音を開始する。 

設定しておいた表示モード （30 ページ）に戻り、録/再ランプは 
ホく点灯します。 

3 ■停止ボタンを巧して録音を止める。 


田 ST _ 

二'/… 、、 ! -ジ 'I 亡 I O ' - H 
U L / < U 一•り•化い•、/ 
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録音した用件を消去する 

録音した用件を1件ずつ、または1つのフォルダ内の全用件を一度に消ま 
でさます。 

〇 ご注意 

一度消去した巧容はをとに戻すことはできません。ご注意ください。 



1件ずつ消去ずる 

消したい用件だけを消去でさます。 

用件を消すと、次の用件び自動的に繰り上びるので、間に空白部分は残り 
ません。 


消去前 

用件1 

胤牛2 

用件3 

用件4 

用件5 

3件目を消まする XU 

消去後 

用件1 

用件2 

巧件3 

用件4 



用件の番号び繰り上びる 


(次ページへ続く） 
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録音した用件を消去する（つヴを) 


消去したい用件を再生中に消去ボタンを巧ず。または、停 
止中に消去ボタンを1秒な上巧ず。 

用件番号と 「ERASE」 び点滅し、 

消去したい用件のはじめと終わり 
の己秒び1日回ずつ再生されます。 


戴お 


ST 


巧が f じイぶ扣レ 


2 「 ERASE 」 の点滅中（用件の再生中）に消ちボタンをもう 
1度巧ず。 

用件び消去さ n 、 (降の用件番号 [□ ST ^ 

び繰り上びります。 の/…:! nnn r,A h 

U J! U J U LI fJ U LI / 


(例えば、用件 3 を消ました場合、巧件4だったちのび用件3にな 
ります。消まび完了すると、消ました巧件の次の用件の頭で停止 
します。） 


饭 途中で消去をやめるには 

手順2の前に■停止ボタンを巧しまず。 


酒 化の用件を消去ずるには 

手順1と2を繰り返します。 


酒 ひとつの用件の一部分だけ消去ずるには 

用件分割 （42 ページ）して、消去ずる部分としない部分に分けてか6、消 
去したい部分の巧件番号を還んで前ページの操作をしまず。 
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フォルタの中身を一度に消去する 

1つのフォルダの中のすべての用件を一度に消去でさます。 

1 シーソーキーをフォルダ側に何度か倒して、を用件を消ち 
したいフォルダを表示させる。 


巧 ST 
G/ ぶ 


■停止ボタンを巧しなび S、 消去ボタンを1砂 1ソ上巧ず。 

用件番号と 「ALL ERASE 」 饥〇 
秒点滅します。 


齡帮 


FALL ERASE」 の点滅中に消去ボタンを巧ず。 

フオルダ内の用件び削除されま 
す。フォルダ自体は削除されませ 


ん。 

途中で消去をやめるには 

手順3の前に■停止ボタンを押します。 


回 ST 

» j 5/ F!L 


回 
n n 
uu 


ST 


圓用件の編集 
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用件をふたつに分ける/つなげる 



ひとつの用件をふたつに分割（用件分割）した0、ふたつの巧件をひ 
とつにつなげる（用件結含）ことびできます。 

用件分割一 録音または再生中に行います。（下記参照） 

用件結合一 停止中に巧います。 （44 ページ参照） 



D 用件分割/用件結合についてのご注意 

1 C レコーダーの録音ち式のシステム上の制約により、巧件分割/巧件結合 
でをなくなることびあります。 （64 ページ） 


用件をふたつに分ける（用件分割) 


録音または再生中に用件を分割して、その場所に新しい用件番号び付 
け5れます。芸議など1件の用件び長時間になったときなどに、複数 
の用件に分割しておくと再生したい場所びすばやく探せ、便利です。 
分割したい巧件び入っているフォルダの用件数び99件になるまで、 
用件を分割でさます。 

D ごま意 

•巧件を分割ずるには、メモリーに一定の空を容量び必要です。詳しくは 
「システム上の制約」 （64 ページ）をご覽ください。 

•重要 マー ク （4 目べージ）の付いた用件を分割した場合、分割した後ろの 
巧件にち同じ重要マークび付さます。 
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録音または再生中に、用件分割したいところで分割/ブック 
マーク ボタンを巧ず。 

• 録音中に押したときは：押したところ 

から新しい用件番号びつさ、その番 

号と 「 DIVIDE 」 び3秒点滅します。2 |み|, ST rsraa 面勾 

つの用件として録音されますが、途： G をぶおむ 

切れず続けて録音されます。 - '川……、 

银録音一時停止中でち巧件分割でをまず。 


I 用件1 T 用件2 I 用件3 - 

用件を分割 

* -続けて録音される 

• 再生中に押したときは：巧したところ 

で巧件び分割され、 「 DIVIDE 」 び3秒 
点滅します。新しい用件番号び付 
さ、しソ降の用件番号はひとつずつ送 
られます。 


因 ST 晒 

。，ぃ . . . 

; ••-!/，•つ ••••のい < < の广一 

U J/ UJ 一 •. りい , 
- / 1 m I m I \ 


用件1 

巧件2 

用件3 



A 用件を分割 



用件1 

巧件2 

巧件3 

用件4 

用件番号が1つずつ増える 


用件を分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として用件番号びついているので、用件番号を探 
すとをと同様にシーソーキーの上下 (► W / M ^) を押して再生する部 
分を探してください。 

が分割した用件を続けて聞くには 

方ニューで連続再生 （CONT) を ronj にしておくと便利です（日目ページ)。 


(次ページへ続く） 
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用件をふたつに分ける/つなげる一用件巧割/用件結合 
(つづを） 


用件をつなげる（用件結客) 

2つの用件を1つの用件に結合できます。 


用件1 

用件2 

用件3 

用件4 



用件を結含 



用件1 

用件2 

巧件3 

用件番号が1つずつ減る 


a ご注意 

•田件をつなげると、後ろの庙件のアラーム設定 （48 ページ)、重要マーク 
(46 ページ)、ブックマーク （35 ページ）などは削除されます。 

•ブックマーク巧5ページ）のついた巧件の場合、な下の操作でまずブッ 
クマークび据除されます。を31度 li (下の操作を行ラと、庙件を結合でさ 
ます。 

1 ■停止ボタンを巧して停止状態にずる。 

2 シーソーキーの上下 （►►!/!◄◄) を巧して、つなげたい2 
つの用件の5ち、後ろのほうの用件番号を選ぶ。 


分割/ブックマークボタンを巧しなび6消ちボタンを1秒 
liLh 巧ず。 

「 COMBINE 」 び10秒点滅します。 


囚 

ST 

面勾： 

S3 / 

V 1 1 1 1 1 1 1 1 

^ rrtm n 

一 L … いん, 

111/ 1 
いいこ が ■ 


4 点滅している間に消ちボタンを巧ず。 

2つの用件び1つの用件にまとまり、用件ま号び上図のよ5につけ 
直されます。 


忠 途中で用件結合をやめるには 

手順4の前に■停止ボタンを巧しまず。 
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用件を別のフォルダに巧動する 


録音済みの用件を、別のフオルダに移動でさます。移動すると、わと 
のフオルダか5その用件はなくな0ます。 



1移動させたい用件を再生ずる。 I 回 ST -^ 

n つ / H M S 

/… rm こ•••，っ 

… U U L し, 


用件の再生中にシーソーキーをフオルタ側に何度か倒して移 


動先のフォルダを点滅させる。 

移動先のフォルダと 「 MOVE 」 び 
点滅し、用件のはじめと終わりの 
5砂び10回ずつ再生されます。 

シーソーキー （■•►) を巧ず。 

用件び移動先のフォルダに移動し 
ます。そのフォルダの録音曰時順 
または、重要マーク順にしたびつ 
た場所に挿入されます。 



银 途中でフオルダの移動をやめるには 

手順3の前に■停止ボタンを巧します。 
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用件に優紀頃位をつけて並べ換える-重要マ-ク 

通常、用件は各フォルダの中で録音曰時のちい順に番号が付け5れて 
並んでいます。これを、重要な用件び先に来るよラに、重要マーク 
(★) を付けて並べ換えることびでをます。 

「★★★」（最重要)、「★★」、「★」、無印の4段階に並べ換えることびで 
きます。停止中または再生中に操作びできます。 



停止中に重要マークを付ける 


1 重要マークを付けたい用件を表示させる。 


田 ST 

u 5'/ ぶ 



2 A - B 与（リピート）/重要ボタンを1秒1；1上巧ず。 


用件番号と★マークび点滅します。 



ST 



点滅している間に A - 目与（リピート）/重要ボタンを何度 
か巧して★の数を選ぶ。 


点滅か5点灯に変わると、設定び 
完了し、用件び並び換わります。 
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再生中に重要マークを付ける 

1 重要マークを付けたい用件の再生中に A - B (リピート) 
/重要ボタンを1秒 1 U 上巧す。 

用件番号と★マークび点滅し、用 
件のはじめと終わ0の5巧び10回 
ずつ再生されます。 



2 A - B 导（リピート）/重要ボタンを何度か巧して★の数を 



3 シーソーキー (■•►) を巧してミ夫定する。 


設定び完了し、用件び並び換わり 
まず。 


日 ST 

ミ U !/ !!] 



重要マークの付いた用件は 

各フォルダの中で、★の数のをい順に 
自動的に並べ換えられます。★のない 
用件は、★のある用件の後ろに並びま 
す。 


★の数び同じ用件び2件政上ある場合 
は、録音曰時のちい順に並びます。 


H ごま意 

付属のソフトウエア Digital Voice 
Editor 上で重要マークを付けた場合、 
パソコン上で重要マーク順にソートし 
ない と、 にレコーダーでは重要マーク 
順には並びません。 


例：同じフォルダに用件が3件 
入っているとき 
1番目 

囚 S 下 晒！ 

I 化3 が；；；；！ 

2番目 

因 S 下 面勾： 

♦のつ/ Y M D I 

卜じ化3 が；； 6 :| 

3番目 


0 ST 面勾 

削 /33 お r;r; 
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户その他の機能 _ 

巧望の時刻に再生を始める-ァラ-ム再生 

あ5かじめ設定した時刻にアラーム音とともに用件を再生できます。 
特定の曰付を指定したり、毎週同じ曜日や毎日同じ時刻に再生するよ 
うに設定できます。また、用件の再生をせずにアラーム音だけわ鳴5 
せます。 

B ごミ主意 

時計を合わせていない場合や、用件び録音されていない焉合は、アラーム 
設定はでさません。 



1アラーム再生したい用件を表 
示させる。 

に1ページの手順1、2参照） 

2アラーム設定画面を表示ずる。 

® シーソーキーをメニュー側に 
倒す。 

^ニュー 画面び表示されます。 
⑥シーソーキーを 上下 (►►!/ 
!◄◄) に巧して 「ALARM 
OFF」 を 選ぶ。 

すでにその巧件びアラーム設 
定されていると 「ALARM 
on 」 び表示されます。 
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⑤ シーソーキー (■•►) を押す。 
アラームの設定画面び表巧さ 
れます。 

® シーソーキーを上下 ( w / 

»◄◄) に巧して、 「 on 」 を選 
ぶ。 

⑤ シーソーキー (■•►) を押す。 
「 DATE 」 び表示されます。 

3 アラーム再生ずる曰を設定ずる。 
曰付を指定ずる場合 

① 「 DATE 」 び点滅中にシーソー 
キー (■♦) を押す。 

「年」の数字び点滅します 

⑥ シーソーキーを 上下 (►►!/ 

»◄◄) に押して、年の数字を選 
び、シーソーキー （■•►) を 
押す。 

「月」の数字び点滅します。 

⑤同様にして、旧」、「日」の数 
字を選ぶ。 

週に1回再生したい場合 

シーソーキー を上下 （ ►W/W) 

に巧して、希望の曜日 （「 SUN 」 

〜 rSAT 」） を選び、 シーソーキ 
- (■•►) を押す。 

毎日巧まつた時刻に再生したい場合 

シ ーソー キーを 上下 （► w / w ) 

に巧して、 「 DAILY 」 を選び、シ 
ーソーキー （■•►) を押す。 


™ その他の機能 



(かべー ジへ 続く) 
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希望の時刻に再まを始めるーアラーム再生（つヴ宝) 


4アラーム再生ずる時刻を設定する。 


® シーソーキーを上下 (► W / hW ) 
に巧して、時の数字を選び、シ 
-ソーキー （■•►) を押す。 

「分」の数字び点滅します。 

な)シーソーキーを上下 （► W / W ) 
に巧して、分の数字を選び、シ 
ーソーキー （■•►) を巧ず。 

用件を再生するかどラかを設 
定ずる。 

シーソーキー を上下 （► M / W ) 
に押して、 「 B - PLAY 」 （アラーム 
音後に用件を再生）または 「 B - 
ONLYJ (アラーム音のみ）を選 
ぶ。 

シーソーキー （■•►) を巧ず。 

設定び完了しました。 



面勾 

V I I I I I I I I / 

、て:,-こぃ•こ*し< ' 

一•■り I いし,、、 

― /■ I ♦ > ♦ 1 1 I I \- 


恆勾 

じい》こいこ I m _ _ 

，化…* in LI M 


7シーソーキーをメニュー側に 
倒ず。 

通常の画面に戻0ます。 

アラーム設定した用件には「的」 
び表示されます。 
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設定した時刻になると 

約10秒間アラーム音び鳴り、選んだ用件の再生び始まります（「巨- 

ONLY 」 を選んだ場合はアラーム音のみび鳴ります)。 

アラーム再生中は、 「 ALARM 」 び点滅します。再生び終わると、自 

動的に停止します（アラーム再生した用件の頭に戻ります)。 

がアラーム再生された用件をちラー度聞くには 

シーソーキー （■•►) 封甲すと、その巧件のはじめから再生されます。 

が用件が再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に■停止ボタンを巧しまず。ホールドスイッチび 

入っていてお止められまず。 

アラーム設定を解除ずるには 

48ぺージの手順2で、 「 OFF 」 を選び、シーソーキー (■•►) を巧す。 

現在設定内容を変更ずるには 

48、49ページの手順1〜2を行い、現在設定されているアラーム再生 

時刻び表示された5、49、50ぺージの手順3〜7で新しい内容を設定 

する。 

〇 ごミち意 

• アラーム再生中に別の用件の設定時刻になった場合、巧件の途中で次の 
アラーム再生び始まります。 

•録音中にアラーム設定した時刻になった場合は、「((•》」表示のみび点滅 
し、録音を終了したときにアラームび鳴り始めます。 

• 録音中に2つ政上のアラーム設定時刻になった場合は、録音終了渡に時刻 
の早い方の用件のみアラームび鳴ります。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になった時はメニューモードび中 
止され、アラームび鳴り始めます。 

• アラーム設定した巧件を用件分割した場合、分けた時点より前の部分に 
のみアラーム設定されます。 

• アラーム設定した巧件を前の巧件と用件結合した場合、後ろの用件のア 
ラーム設定は無効になります。 

•一度設定したアラームは、アラーム再生を終了した搂お設定は觸除され 
ません。 


H その他の機能 
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録音生ランプを消す 


録音、再生中など、動作中は録/再ランプび点灯または点滅します。 
メニューで、録/再ランプを動作中も消したままに設定でさます。 



•録/再ランプ 


シ—ソ—キ— 

(メ ニュ ー/► w / w /^*) 


1シーソーキーをメニュー 側に 押ず。 

方ニュー画面び表示されます。 


2シーソーキー を上下 （►►!/ 
!◄◄) に}甲して、 「LED on」 
を選ぶ。 

3シーソーキー （■•►) を 巧ず。 

録/再ランプ動作設定モードにな 
ります。 

4シーソーキー を上下 （►►!/ 
«◄) に巧して rOFF」 を選 

ぶ。 


5シーソーキー （■•►) を 巧ず。 

設定び変更されます。 



6シーソーキーをメニュー 側に 倒ず。 

通常の画面に戻0ます。 


録/再ランプを点打、点滅させるには 

手順4で 「on」 を選びます。 

已2 
















誤操作を防止する-ホールド機能 


ぶ 




巧ルト 



ホールドスイッチを矢印の方向にず5 
します。表示窓に 「 HOLD 」 び3秒点 
滅し、すべてのボタンび操作でさなく 
なります。 

停止中にホールドにすると、 「 HOLD 」 び点滅のあと、表示窓の表示 
びすベて消えます。 

ホールドを解除ずるには 

操作でさるよラにするには、ホールドスイッチを矢印と反対の方向に 
ず5してください。 


田 ST 恆勾 

\ 1111111 / 

!!-!/••,>、 M ••いの 一 H 

U JIU J 一 , 化化 • り 、/ 
- / III III I 、 - 


ホールド中でちアラーム再生は止められます。 

アラーム再生時、アラーム音や用件再生を止めるとさには■停止ボタンは使 
えます（通常の用件再生は停止できません)。 
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追加録音/上書を録音でまるよラにする 

本機の工場出荷状態では、誤操作を防ぐために追加録音 （37 ページ） 
や上書さ録音 （38 ページ）は利巧でさません。追加録音や上書さ録音 
する場含は、 UTF の手順にしたびって設定を変更してください。 



1シーソーキーをメニュー 側に倒ず。 


メニュー画面び表示されます。 


2 シーソ ーキー を上下 （►►!/!◄◄) に巧して 「 REC - OP 」 を 
選んでか5、シーソ ーキー （■•►) を巧ず。 

録音機能設定モードになります 。I @@ 

PE[- が。 F ち 


4 


シーソーキーを 
—ソーキ ー（ 

設定び変更されます。 


上下 (► M/h 
•►) を巧ず。 


I )に巧して ronj を選び、シ 


>||し 

■0 n 


シーソーキーを上下 （►►!/!◄◄) に巧して 「 ADD 」 （追加録 


音）または 「 OVER 」 （上書き録音）を選んでか6、シーソ 
—キー （■•►) を巧ず。 

シーソーキーをメニュー 側に 倒ず。 

通常の画面に戻0ます。 


面勾 

\ I M I I I I I / 

、ごマ* の一 

/ 1 m I m 、 — 


追加録音/上書を録音でさない設定に戻ずには 

手順3で 「 OFF 」 を選びます。 

已 4 
























設定を巧スる—メニュ-覽 

政下の手順にしたびって操作してください。メニューの内容は、政下 
の表の通りです。なお、設定できるメニュー項目は、動作モード（停 
止中、再生中、録音中）によって異なります。 

® シーソーキーを方ニュー側に倒して、メニューモードに入る。 

© シーソーキーを上下 （► w / w ) に巧して、設定したい項目を選 
び、 シーソーキー （■•►) を巧す。 

赁）シーソーキーを上下 （►► I / M ィ）に巧して設定し、シーソーキー 
(■•►) を押ず。 

@シーソーキーをメニュー側に倒して、メニューモードを終了する。 
H ごま意 

約1分間いずれのキーち巧されないと、メニューモードび自動的に辭除さ 
れ、通常の画面に戻ります。 


メニュー 

動作 モード（〇: 設定巧能/-:設定不可） ♦ 

停 

止 

中 

巧 

生 

中 

録 

量 

設定項目ド:な!期設定） 

MODE 

録音モードを設定します。 

ST * :ステレオ標準モード 

STLP ; ステレオ長時間モード 

SP :モノラル標準モード 

LP :モノラル長時間モード 

〇 

- 

- 

SENS 

マイク感度を設定しまず。 

H * : 広い会議室での録音など、違くの音やル 
さい音を録音するときに使巧します。 

L : □述録音など、マイクを□元に近づけて 

録音したり、近くの音や大さい音を録音 
ずるとさに使用しまず。 

〇 

- 

〇 

D に P 

表示モードを設定しまず。に OUNTEFT ) 

*29 ぺージ参照。 

〇 

〇 

〇 


(次ページへ続く） 


H その他の機能 
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設定ををえるーメニュ ー ー覧（つヴを) 


メ ニュー 

動作モード （O: 設定巧能/-:設定不可）* 

停 

止 

中 

再 

生 

中 

録 

呈 

設定項目ド:初期設定） 

VOR 

VOR (自動音声録音スタート)機能を設定します。 
on: VOR 機能び有効になり、ある大きさしソ 

上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び 
始まり、音びルさくなると録音び止まり 
ます。空録音の部分びなくなり、効率の 
良い録音をすることびでさます。 

OFF* : VOR 機能び無効になり、通常の録音 
モードにな0まず。 

〇 

- 

〇 

DPC 

DPC 再生した場をの再生スピードを設定しま 
す。の％*) *33 ページ養照。 

〇 

〇 

- 

EASY-S 

イージーサーチを設定しまず。 
on: 再生中、シーソーキーの上 （w) を押 

して約1日砂進み、または下 （w) を押 
して約3秒戻ります。 

OFF*: シーソーキーの上下 （►W/W) で巧 
件ををります。 

〇 

- 

- 

CONT 

連続再生を設定します。 

on : フオルダ巧の巧件を続けて再生します。 

OFF* :巧件び終わるごとに止まりまず。 

〇 

〇 

- 

REC-OP 

追加、上書を録音を許巧/禁止しまず。 

(on/OFF*) ■►日4ページ参照。 

〇 

- 

- 

SET DATE 

時計を設定します。の41 r)*11 ぺージ参照。 

〇 

— 

— 

BEEP 

ビープ音（ピッという確認音）を設定しまず。 

0が：操作時の到ブ付け確認音およびエラー音 
(ピピピピ）び鳴0まず。 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴 
りません（アラームは鳴ります)。 

〇 

- 

- 

LED 

録厢ランプの点巧、消巧を設定します。 

(0 が/ OFF) ♦日2ぺージ参照。 

〇 

- 

- 

ALARM 

アラーム再生を設定しまず。 （on/OFF*) 

*48 ページ参照。 

〇 

- 

- 
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パソコン接続キットを使う 

付属のパソコン接続キットを使ってパソコンに接続すると、1;(下の操 
作びできます。詳しくは 、 Digital Voice Editor の取扱説明書をご覧 
<ださし、。 

• 本機で録音した用件をパソコンの八ードディスクに保存ずる。 

• パソコンに保存した巧件を本機に転送ずる。 

• パソコンに取り込んだ用件を電子メールに添付して、舌のメールを送る。 

• 音声認識ソフトウェア（別売り）と組み含わせて音声を文字化ずる。 



必票なシステム構成 

□ 下の性能を満たした旧 M PC/AT ‘およびその互換磯 

CPU : 266MHziU 上の Pentium®ll プ □ セッヴ " もしくは同等の性能を有するプ□セッ 
サ （NEC PC-98 シ U — ズとその互換機、自作 PC では動作保証いたしません。 
Macintosh には対応していません。） 

RAM 容量： 64M バイトしソ上 

八ードディスクの空き容量： 70M バイトが上（音声データの扱い量に比例して多くの 
空を容量び必要です。） 

ドライプ： CD-ROM ドライプ（インストール時） 

通信ポート ： USB (US 日端子付きにレコーダー ) 

サウンドボード ： Sound Blaster 16 互換 

ディスプレイ：パイカラー (16 ビットカラー ) iU 上、 8 日日 X480 ドットな上 

□ 0S : Microsoft Windows® XP Professional 、 Windows® XP Home Edition 、 
Windows® 2000 Professional 、 Windows® Millennium Edition 、 

Windows® 日 8 Second Edition 、 Windows® 日 8 標準インス I ル "*( 日本語版） 

* IBM. PC/AT は米国 International Business Machines Corporation の登歸商標です。 

け Pentium は Intel Corporation の登録商標です。 

*** Microsoft 、 Windows は米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登 
録商標または商標です。 


H その他の機能 


欣ぺージへ続く) 
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家庭用電源につないで使う 


長時間録音などをする場合は、家庭巧電源（コンセント）で使うと、 
電池消耗のむ配びな<便利です。 

1 DC IN 3 V ジャックに、付属の AC パワーアダプター 
り CD - SX 55 のみ） または別売りの AC パワーァダプター 
AC - E 30 L をコなぐ。 



2 AC パワーアダプターをコンセントにつなぐ。 

D ごま意 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター aCD- 



SX55 のみ）または別売りの AC パワーァダプター 


AC-E30L (極性統一型プラグ曰 TA 規格）をご使 ^ 

巧ください。上記政外の AC パワ-アダプタ-を使^7フ:：7 
巧すると、故障の原因となることびありまず。 

• 録音中（録/再ランプびホに点な•点滅）やアクセス中（録/再ランプび 
オレンジに点滅し、下の画面び表示中）は AC パワーアダプターを抜かな 
いでください。データび破損するおそれびあります。 

なお、用件数びをいと、 「ACCESS」 表示び長時間表示される場合びあ 
りまずび、故障ではありません。表示び消えるまでお待ちください。 
















^ その他 _ 

使用上のご注意 

ノイズについて 

•録音中や再生中に本機を電灯線、壁光灯、携帯電話などに近づけすぎる 
と、ノイズび入ることびありまず。 

•録音中に本磯に手などび当たったり、こすったりすると、雑音び録音さ 
れることびあります。 

ご使巧場所について 

•運乾中のご使巧は危険ですのでおやめください。 


取り扱いについて 

•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因に 
なじます。 

•次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非常に高いところ （60°C 於上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-窓を閉めをった自動車内（特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

-ほこりのをいところ。 

万一故障した場をは、内部を開けずにお買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

お手入れ ■ 

本体表面び巧れたとをは、水気を含ませた柔らかい巧で軽くふいたあと、 ^ 
からぶをしまず。シンナーやベンジン、アルコール類は表面の仕上げを傷 化 
めまずので使わないで < ださい。 


パックアップのおずずめ 

万一の 誤消去や、 にレコーダーの 故障などによる データの 消滅や破損にそ 
なえ、大切な録音内容は、必ず予備として、 テープレコーダー などに録 
音、またはパソコンなどにバックアップを保存してください。 
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巧障かな？とおった 6 

修理を依頼される前に、ちラー度下記項目をチェックしてみてください。それ 
でち解ましない場合、ご不明な点は、裏表紙に記載のパーソナルオーディオ•力 
スタマーサポートページをご覧いただくか、お客様ご相談センターまでお問い 
合わせください。 

なお、保証書と アフターサービスに ついては、 目 8ページをご参照願います。 


こんなとをは 


を状 

原因/処置 

操作ボタンを 
押してを動作 
しない。 

• 乾電池の©と©の向さび正しくない （8 ページ)。 

• 乾電池び消耗している （9 ページ)。 

• ホールドスイッチび入っている（ボタンを巧すと 「HOLD」 
表示び3秒点滅）（日3ページ)。 

スピーカーから 
音び出ない。 

• 音量び絞られている。 （22 ページ） 

• イヤーレシーバーび差し込まれている。 （22 ページ） 

イヤーレシー 
バーをつないで 
いてち、スピー 
カーから音び 
出る。 

• 再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込 
まないとスピーカーからも音び聞こえてしまうことびあり 
ます。 

一いったんイヤーレシーパ’一を抜いて、最後までしっかり 
差し込む。 

録/再ランプび 
点好しない。 

• 六ニューの LED び rOFFj に設定されているほ2ページ)。 
一 「on」 に切り換える。 


「FULL」 び点滅 • メモ U- びいっぱいになっている。 

し、録音でをな 一►不要な巧件を消去する巧9ページ）か、付属のパソコン 


い。 

接続キットを使ってパソコンにイ呆存してから、メモリー 
の内容を消去する。 

• 選んだフォルダに99件録音されている。 

—別のフォルダを選ぶか、不要な巧件を消去する。 

追加、または上 
書さ録音でをな 
い。 

• 録音鶏り時間び不足している場合は追加、または上書さ録 
音でをません。なお、上書さ録音の場合、上書をされる部 
分は新たに録音される部分の録音び終わってから消去され 
るため、録音でさるのは現在の残り録音可能時間分のみで 
す。 

録音び途中で 
止をる。 

• デジタル V0R (56 ページ）び作動している。 V0R を使用し 
ないときは、 「OFF」 にする。 


60 













症が 

原因/処置 

雑音び入る。 

•録音したとき、本機をこずってしまい、雑音び録音され 
た。 

• 録音中や再生中に本機を電打線、堂光な、携帯電話など 
に近づけすざると、ノイズび入ることびあります。 

• 外部マイク（別売り）で録音したとを、マイクのプラグ 
び巧れていた。 

—プラグををれいにク U —ニングする。 

• イヤーレシーバーで聞いていると を、 イヤーレシーバーの 
プラグび巧れている。 

—プラグををれいにク U —ニングする。 

録音レベルび 
ルさい。 

• マイク感度 （SENS) び ru (□述録音モード）になって 
いる。 

一 「H」 に切り携えるほ5ぺージ)。 

• かさな音び聞きづらいとさは、デジタルボイスアップ再 
生をすると聞を取りやすくなる場合びあります。 

音声び途切れて 
録音される。 

(他の機器をつな 
いで録音している 
とさ） 

.本機への入力に、抵抗なしオーディオコードを使巧する 
と、音声びゆびんで録音されることびあります。 

一抵抗入りのオーディオコードを使ラ。 

再生スピードび 
速すぎたり遅す 
ぎたりする。 

• DPC スイッチび「入」になっているため 、にューの 
「DPC」 で調整した再をスピードで再生されている （33 

ベー バ） 

一 DPC スイッチを「切」にすると、通常の速度で再生さ 
れます。または、 「DPC」 で再生スピードを調整して 
ください。 

時計表示び 

• 時計を合わせていない （11 ページ)。 

REC DATE 表お 
び r-Y-M —D」 

または「一 :一 」に 

• 時計を合わせていない時に録音した巧件には、録音した る 
曰付は表示されません。 化 

一表术の項 
目び足りない。 

.再生、または録音中は、表示されない六ニューびありま 
す（55、56ページ)。 


巧件結合でをない。 • ブックマークび設定されている。 

一まずブックマークを消去してから、用件結合してくだ 
さい。 


(次ページへ続く） 
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巧障かな？とおった6 (つヴを） 

症げ 

原因/処置 

用件び重要マークの 
順に並んでいない。 

• 付属の Diaital Voice Editor を使って、パソコン 
で重要マークを付け、重要マーク順にソートした 
場合は、本機に戻したとさを重要マーク順に並び 
ます。ソートしていない場合は、重要マークに関 
係なく、パソコン上での並び換えた用件の順番に 
なります。 

にレコーダーに表示され 
る残り時間巧0ページ） 

び、パソコン上での残量 
表示より短い。 

• にレコーダーではシステム上必要な領域を差し引 
いて表示しているため、 Digital Voice Editor で 
の残量表示と異なる場合びあります。 

電池の持続時間び短い。 

• 9ページの乾電池の持続時間は、音量ボタンび中 
間レベル付近で内蔵スピーカーで再をした場合の 
目安です（ソニーアルカリ乾電池 LR03 (SG) 使 
用時)。使用条件によって短くなる場合びありま 
す。 

「ACCESS」 表おび 
消无ない。 

•用件数び多いと、長時間表示されることびありま 
すび、故障ではありません。表示び消えるまでお 
待ちください。 

正常に動作しない。 

•乾電池を取り出して、をラー度入れ直す。 

パソコンと接続でを 
ない。 

• 付属の Digi ね1 Voice Editor の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• 別売りのパソコン接続キットに KIT-W1/W2/W5/ 
W7/W9 は本機とは接続でさません。 


修理に出すと、録音した内容び消えることびあります。ご了承ください。 
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エラー表巧一覧 


エラー 表示 

原因 

BACK-D 

現在曰時よりち前の曰時でアラームを設定していまず。 

年月曰などをラー度確認して、設定し直してください。 

Err ACCESS 

メモ U —の読み取りに失敗しました。電池を抜き差し 
してみて < ださい。 

ERR DATA 

本機で対応していないファイル形式か、データび破損 
しています。 

FULL 

•録音残り時間び足りないため、録音で击ません。い 
くつか用件を削除してからやり直してください。 

• フオルダ内の用件の合計数び99件を超えているか、 

録音残り時間び足りないため、用件を分割でさませ 
ん。し K つか用件を削除してからやり直してくださ 
い （39 ページ)。 

LO DC-IN 

DC IN 3V ジゎックに規定よりも低電圧の電源び入力さ 
れたため、本機の動作を停止しました。本機巧の AC パ 
ワー アダプターを家庭用電源（コンセント）につなざ 
(日8ページ)、操作をやり直して<ださい。 

LOW BATT 

電池び消耗しています。新しい電池に取り換えてくだ 
さい （9 ページ)。 

NO DATA 

選んだ用件フオルダには 1 件も用件び録音されていませ 
ん。巧件び録音されていないと、アラーム設定などの 
操作はでさません。 

NO CM 巨 

異なった録音モードに T/STLP/SP/LP) 間の巧件結合 
はでさません。 

PRE SET 

すでに別の用件で同じ曰時にアラーム再生び設定され ■ 
ています。設定を変更してください。 そ 

REC-OP OFF 

；><ニユーの 「REC-OP」 （追加、上書き録音設定）び S 

rOFFJ に設定されているので、追加または上書き録音 
びでさません。 

NO DATE 

時計をわせをしていないと、アラームは設定できませ 

Aj 。 


(次ページへ続く） 
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K 障かな？とおった 6 (つヴを) 


UTF のよラなエラー表示び出たときは、お客様ご相談センター（裏表 
紙）までご連絡ください。 


エラー 表示 

原因 

ERR 01 

メモ U —へのアクセスまたは初期化びできません。 

ERR 02 

メモ IJ 一への書さ込みびでをません。 

ERR 03 

メモリーの読み取りびでをません。 

ERR 04 

設定の読み込み、書さ込みびでさません。 

ERR 05 

上記じけ{•のエラーび発生しました。 



システム上の制約 

にレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、 
次のよラな症状び出る場合びあります。これ5は故障ではありません 
ので、あ5かじめご了承ください。 


症状 

原因 

最大録音時間まで 
録音でさない。 

• ST モード、 STLP モード、 SP モード、 LP モードを混ぜて 
録音すると、最大録音時間は ST モードと LP モードの最大 
録音時間の間になりまず。 

• 上記の理由により、実隙に録音した時間（カウンター表 
示）の合計と、「残り時間」を合計した時間び、最大録音 
時間より少なくなる場合びあります。 

用件分割でをな 
い。 

• 1つのフオルダ内で99件に達すると、用件は分割でさませ 
ん/。 

• 用件の分割と結含を繰りおすと、巧件分割や用件結合びで 
をなくなる場合びありまず。 

用件結をでさな 
い。 

. 異なる録音モード （ST/STLP/SP/LP) 間の用件結合はで 
をません。 

• 用件の分割と結合を繰り返すと、巧件分割や巧件結合びで 
をなくなる場合びあります。 
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主な仕様 


録音方式 

内蔵フラッシュメモ U — 使用 
に D - SX 3 己：容量 64 MB 
に D - SX 45: 容量 128 MB 
に D - SX 日日：容量2日目 MB 
最大録音時間 
13ページ参照 
周波数範囲 

ST : 6日〜13,己00 Hz 

STLP : 60-6,900 Hz 
SP : 6日〜7,000 Hz 

LP : 80-3,500 Hz 

スピーカー 
直径 16 mm 
入-出力端子 

マイク（ステレオ=ニジャック） 
プラグインバワー対応 
最ル入カレベル日. 6 mV 
へッドホン（ステレオミニジャック） 
負荷インピーダンス、 8-300 n 
USB 端子 

再生スピード調節 ( DPC ) 

+100%〜一日日％ 

実用最大出力 
150 mW 
電源 

DC 3 V 

単4形アルカ IJ 乾電池2本使用 
最大外あ寸法 

約28.0 x 120.0 x 13.8 mm (幅/高さ 
/奥行さ）最大突起部含まず 
質量 

64 g (アルカリ乾電池 LR 日3 2本含む) 
付属品 

AC パワーアダプター (1)( ICD - 
SX 日日のみ） 

ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 (2) 


ステレオイヤーレシーバー （1) 

パソコン用アプ U ケーシヨンソフト 

( CD - ROM )(1) 

USB ケープル （1) 

取扱説明書（本体用1、アプ U ケーシ 
ヨンソフト用 1) 

早わかりカードり） 

保罰書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

知つ得 Q&A (本体用1、アプリ 
ケーシヨンソフト用 1) 

音声認識の手引き （1) 

別売りアクセサ U — 

インナー- r ヤーレシーバー 
MDR - EX 71 SL MDR - E 931 LP 
アクティブスピーカー SRS - T 77 
エレクトレツトコンデンサーマイク 

□すン ECM - CS 10、 ECM - TL 1 
才ーディオコード RK - G 134 / 
G 135/ G 136/ G 139 (接続方まに 
ついては、別紙の nCD 知つ得 
Q & AJ をご覧ください。） 

AC バワーアダプター AC - E 3 日 L 
(に D - SX 3 己/ SX 4 日のみ） 

充電式ニッヶル水素電池 ■ 

NH - AAA -4 BC 言 

充電式ニツケル水素電池専用急速充 
電池邑 CG -34 HRD 

* 連続録音の場合は、遠中電池交撰 
び必要になります。詳し<は乾電 
池の持続時間 （9 ページ）をご確 
認ください。 

本機の仕様および外観は、改良のため予 
告なく変更することびありますび、ご了 
承 < ださい。 
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る部のなまえ 

本が馈面） 



丘]ヘッドホンジャック (20 ぺ一 
ジ） 

回内蔵マイク（ステレオ/指向 
性）（14、16ぺージ） 

图指向性入/切スイッチ （16 
ページ） 

团ボイスアップ入/切スイッ 
チ巧2ページ） 

固 DPC 入/切スイッチ巧3ぺ 
—ジ） 

固表示窓 （26 ページ） 

团消去ボタン巧9ページ） 

团分割/ブックマークボタン 
(35、42ページ） 
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图 A - B 毎（リピート）/重要ボ 
タン巧6、46ページ） 

困録/巧ランプ（14、22、52 
ぺージ） 

回♦録音/一時停止ボタンり4 
ページ） 

困■停止ボタン （15 ぺージ） 

固 シーソーキー 

フオルダ/メニユー/I ◄◄(早戻 
し)/ ►►!( 早さり）(再生 
/停止、巧定） 

囲音量 +/- ボタンに2ページ) 






























裏面 


固- 


固 



回台座 

函ホールドスイッチ（31、53 
ページ） 

回 スピーカー 
画電池ぶた （8 ページ） 

画クリップ* 

國マイクジャック （19 ぺージ） 
國 USB 端テ （57 ぺージ） 

國 DC IN 3 V ジャック （58 ぺ一 
ジ） 

國ストラップ取り付け部 


でま意 

•厚手のポケットなどに差すと壊れ _ 

ることびあるので、ご注意くださ ^ 

し'!。 の 

•本機をク U ップでポケットに差し 
込んだまま、かびんだり走ったり 
するとをは、ク U ップびはずれて 
落下しないよラ、ご注意くださ 
い。 
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巧証書とアフターヴービス 

偏正書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店 
でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してくださ 
い。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具台の悪いとさはヴービスへ 

お客様ご相談センター、お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご 
案巧」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間やの修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ击まず。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていただを 
ます。 


部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーおよび付属の Windows® 巧パソコン接続キットの補修用 
性能部品（製品の機能を維持ずるために必要な部品）を、製造打ち切り樓6年間 
保有しています。この部品保有期間を修理巧能な期間とさせていたださまず。 
保有期間び経過した後ち、故障箇所によっては修理巧能の場合びありますの 
で、お買い上げ店またはサービス窓□にご相談ください。 
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1 件 u ピート再生 . 

A - 臣 U ピート . 

AC パワーアダプター ..... 
DPC 〔デジタル•ピッチ • 

コント□-ル） . 

LP モード . 

SP モード . 

ST モード . 

STLP モード . 

VOR 

(自動音声録音スタート）. 


索引 

記号、アルファベット順 


五十音順 


ア巧 

アクセス中 . 10, 62 

アラーム再を . 48 

イージーサーチ . 56 

移動 . 45 

上書き録音 . 38 

エラー表示 . 63 

遅聞さ . 33 

音量調節 . 22 

力行 

外部マイク . 19 

家庭用電源 . 58 

乾電池 . 8,10 

キュー . 24 

高速早送り/早戻し . 24 

誤操作防止 . 53 

コンセントにつなぐ . 58 

ヴ巧 

再生 . 21 

再生スピード調整 (DPC) ....... 33 

システム上の制約 . 64 

充電式電池 . 10 

重要マーク . 46 

仕様 . 65 

消 S. 39 

ソフトウエア . 57 


(次ページへ続く) 
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追加録音 . 

デジタル VOR. 

デジタルボイスアップ 

電池 . 

電池残量表示 . 

電池持続時間 . 

時計合わせ . 


マイク感度 . 16, 55 

マイク（外部） . 19 

マイク（内蔵） . 14 

マイク指向性 . 16 

にユー . 11, 29, 34,己5 
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お問い含わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につい 

ては、下記のお問い合わせ先をご利巧ください。 

• ホームページで調べるにはーパーソナルオーデイオ-カスタマーサポートへ 

( http :// www . sony . co . jp / support - pa /) 

1C レコーダーに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答 

をご案内ずるホームページです。 

• 電話- FAX でのお問い合わせは一お客さまご相談センターへ(下記電話- 

FAX 番号） 

•本機の商品カテゴリーは[オーディオ]一[ウオークマン]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

♦セット本体に関するご質問時： 

•型名：に D-SX3 日/ SX45/SX 己日 
• シ U アルナンバー：電池ボックス内 
• ご相談内容：できるだけ詳しく 
•お買い上げ年月日 

♦付属のソフトウエアに関連するご費問時： 

質問の内容によっては、お客さまのシステム環境について質問させて 
いただく場合びありまず。上記巧容に加えて、システム環境を事前に 
分かる範囲でご確認いただを、お知らせください。 


商品の修理、お取扱いち法、お買物相談などの問い合わせ 

♦ http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

♦ ナビダイヤル .2S0 570 -00-331 1 

(全国どこからでを市巧通話料でご利巧いただけます） 

♦ 携帯電話 - PHS でのご利用は .. 03- 己 448-33 11 

(ナビダイヤルびご利用できない場をはこちらをご利用ください） 

• FAX. 0466 -31-2 日 9 己 

受巧時間：月〜金日:00〜20:00 ± ■日-祝日日:00〜17:00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


ソニー株式を社干 141-0001 東京都品 J II 固ヒ品 J II 6-7-3 己 

この説明書は100%古紙再生紙と V 0 C (揮発性有機 
化合物）ゼロ植物油型インキを使用していまず。 
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